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看護学生の外科看護のイメージに関する研究(第1報)

-臨床実習前のイメージと関連する要因の分析-

麻原きよみ,山崎章恵,室田法子

Study on the nursing students'image of Surgery nursing (First report)

-Factor analysis of the image and analyses of

factors affecting the image before clinicalnursing practice-

AbstracI

We investigated two areas; (1) the attitude of nursing students toward their surgical

nursing courses before beginning practices, and (2) the relationship between their attitude

toward this course and their previous personal experience with surgery.

Sixty-seven nursing students participated in this study. Twenty･three different words

and 10 different colors were presented to students. Each student answered how each word

or color corresponded to her attitude toward her surgical nursing course using a scale of

1 to 5. We also surveyed the background of each student to: (1) admission to hospital

and/Or surgery on herself or a family member, (2) duration of attending meetings in a

surgical ward, (3) degree of self-confidence in nursing skill, (4) previous grade in surgi-

cal nursing course, (5) degree of self-esteem, and (6) lifestyle.

Using factor analysis, We found five factors which were combined in students'attitudes

toward their surgical course : (1) fearful and difficult (factor 1); (2) favorite (factor 2);

(3) too fast and hard (factor 3); (4) uncomfortable (factor 4); and (5) gentle and human

but negative (factor 5). High self-esteem correlated with factor 1 (P<0.01). Lifestyle

correlated with factor 1 (P<0.01) and with factor 3 (P<0.05). Factor 4 correlated with

a low grade on a previous surgical nursing course (P<0.01).

We concluded that our students had negative attitudes toward their surgical nursing

courses before practice and that these negative attitude related to previous lifestyle, a low

grade in a previous surgical nursing course, or a high degree of self･esteem.

XeyWords:外科看護,イメージ,看護学生,臨床実習,因子分析

surgery nursing, image, nursing student, clinical nursing practice, factor analysis
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は　じ　め　に

外科看護の臨床実習を展開する上で,臨床

実習前の外科看護に対するイメージが,臨床

実習後では変化していると感じることが多

い｡看護学生のイメージに関する研究では,

子どもや老人等,看護する対象に関する研

究ト5),母性意識,死や清潔に対するイメージ

守,看護学生が持つ価値観に関する研究6~9)が

ある｡また看護学生の臨床実習前後のイメー

ジの変化を比較した研究では,内田ら10~11)の

子どものイメージに関する調査,深川12)の新

生児,産婦,裾婦のイメージに関する調査,

太湯ら13)の老人に関する調査などがみられる

が,いずれも実習後は対象についてのイメー

ジが肯定的に変化したと報告している0-万,

川島ら14),大谷ら15)は老人のイメージに関す

る調査で,実習前後で看護学生のイメージに

変化がなかったと報告している｡外科看護に

対するイメージの研究は,奥宮ら16)の,看護草

生に対して行った,内科看護と外科看護の違

いについての調査があるが,両者の違いは,

｢治療的なもの｣とする回答が最も多かった

と報告している｡しかし,調査を,外科看護

に対するイメージや外科看護の臨床実習によ

るイメージの変化に限定して行った研究はい

まだ少ない｡

イメージとは, ｢心の中に思い浮かべる像,

心像(公辞苑)｣であり,心像とは, ｢外界の

事物が存在した場合に喚起される感覚･知覚

体験に類似したものとして体験されるこ

と｣17)であるo Lかし,イメージは,感覚,知

覚的性質のみではなく,思考とも密接に関連

するとともに,内的実感に基づいたものであ

り,イメージするその場の条件や,主体の構

えとも関連を示すものである18)｡岡野19)は,

｢イメージとは,その人の内面の状態が形象

化されたものであり,そのイメージを通して

人々の実践的態度を知ることができる｣と表

現している｡

そこで,看護学生の臨床実習前後の外科看

護に対するイメージを知り,それに関連する

要因を検討することにより,看護学生の臨床

実習での反応の予測や効果的な実習展開の手

がかりにしたいと考えたo　その第一段階とし

て,臨床実習前の外科看護に対するイメージ

を分析し,それに関連する要因の検討を行っ

たのでその結果につき報告する｡

研究方法

1.概念枠組み

外科看護のイメージは臨床実習前後で肯定

的に変化すると予測すると共に,臨床実習前

後の外科看護に対するイメージに影響すると

推測される要因を図1に示した｡それには看

護学生本人の入院及び手術の経験,看護学生

の家族または親しい人の入院及び手術の経

敬,基礎看護実習を外科病棟で行った日数,

看護技術に対する自信, 2年次の外科看護学

の成績,さらに自分に対して好意的な評価で

あり,人間が自立的に存在するための基礎と

なるような健康な自己感,自己確信,安定感20)

とされる自己評価感情(自尊心-Self-

Esteem一以下SEと略す)が関連すると推測

した｡

2.研究対象

本校看護学科3年次生,女子67名である｡

3.研究方法

(1)調査票の作成

外科看護のイメージ尺度は,本調査に先

だって,学生に外科看護に対する印象を形容

詞で連想させ,その中から出現頻度が多いも

のを選出し,岩下21),長島ら22)の形容詞対を参

考に, 5段階評定の23の形容詞対を作成(義
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実　習　前

外科看護のイメージ
変　化

〈実習前〉

属性

学生の入院､手術の経験

家族又は親しい人の入院､手術の経験

基礎看護実習を外科病棟で行った日数

責苦技術に対する自信

2年次の外科看護学の成績

自己評価感情(自尊心)

実　習　後

外科看護のイメージ

く実習後〉

属性

実習病棟

病棟スタッフに対する印象

受持ち患者の疾患

受持ち患者の経過

受持ち患者との関係

看護計画立案の負担感

レポート提出の負担感

受持ち患者に実施した看護ケアの満足

皮

受持ち患者に実施した看護技術の満足

皮

教官指導の適切さについての感想

自己評価感情(自尊心)

図l　臨床実習前後の外科看護のイメージに影響すると推測される要国

表J　外科看護のイメージの形容詞対

1.速　い

2.激しい

3.細かい

4.冷たい

5.厳しい

6.苦しい

7.明るい

8.鋭　い

9.忙しい

10.恐ろしい

ll.騒がしい

12.つらい

13.強　い

14.多　い

15.固　い

16.きれい

17.短　い

18.悲しい

19.怖　い

20.難しい

21.好　き

22.苦痛な

23.よ　い

tV

なな　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　　　)

い　か　か　い　い　い　い　いなななな　い　いら　い　い　いなな　い　な　い

やまかL L　　　　気か　　　なわ　　　しく単ら楽る

遅穏大暖優楽暗鈍暇平静楽弱少や汚長嬉怖簡き安わ 1)した｡また,色彩による連想内容が,そ

の人自身の心の世界や性格などを知る手がか

りになることから,外科看護の色のイメージ

を知るために心理的原色といわれる赤･黄･

禄･青の4色に,オレンジ･灰色･一票･自･

茶･紫の6色を加え10色を選定した23)0

外科看護に関連すると推測される要因につ

いては,学生本人の入院及び手術の経験の有

無,学生の家族または親しい人の入院及び手

術の経験の有無,基礎看護実習を外科病棟で

行った日数,看護技術に対する自信(有,ど

ちらともいえない,無)を質問項目とした｡

更に自己評価感情(自尊心)については,

Rosenberg, MのSE尺度を,菅20)が日本版に

修正した10項目からなる尺度を用いた｡

また,学生の属性として,父親及び母親の

職業,家族の人数,現在の住居(下宿･アパー

ト･マンション,自宅)も質問項目に含めた｡

(2)調査方法
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3年次の臨床実習開始3日前に,質問紙調

査を行い,その場で回収,また同時に, 2年

次の外科看護学の成績についで情報を収集し

た｡

4.分析方法

各項目の単純集計後, (1)外科看護のイメー

ジ, (2)外科看護のイメージ及び外科看護の色

のイメージをまとめた場合の2通りについ

て,さまざまな事象間の相互関連の強さを分

析し,それらの事象の背後に潜む共通の因子

(要因)をさぐる統計的手法24)とされるバリ

マックス法による因子分析を行った｡次いで,

イメージに関連する要因を分析するために,

外科看護のイメージ及び外科看護の色のイ

メージをまとめた場合の因子分析の因子得点

について,学生の属性及びイメージに関連す

ると推測される要因をt検定, F検定,ピア

ソンの積率相関係数を用いて検討した.なお,

因子得点とは, ｢抽出された各因子のもつ傾向

を,被験者の個人個人がどの程度強く有して

いるかを示すもの｣ 24)である｡

結　　　果

1.単純集計

(1)属性

学生の父親及び母親の職業,現在の

住居は表2の通りである｡母親の職業

のうち医療関係に外勤しているのは5

名,また現在の住居の多くが自宅以外

であり,自宅は8名のみであった｡尚,

家族の人数は平均4.8人(標準偏差<以

下SDと略す>1.1)であった｡

(2)イメージに関連すると推測され

る要因

イメージに関連すると推測される要

因のうち,学生本人の入院及び手術の

経験の有無,学生の家族または親しい

人の入院及び手術の経験の有無,看護技術に

対する自信の有無, 2年次の外科看護学の成

続について表3に示した｡学生本人の入院は

20名と約3割が経験しており,手術について

紘, 9名(13.4%)が経験していた｡家族ま

たは親しい人の入院は, 62名とほとんどの学

生が経験しており,手術の経験は54名で, 8

割が経験していた｡看護技術に対する自信が

｢有｣と回答した学生はなく, ｢どちらともい

えない｣が18名(26.9%)であり,多くが自

信が｢無｣と回答していた｡ 2年次の外科看

護学の成績は,成績の良い方から, ABCの順

になっている｡

基礎看護実習を外科病棟で行った日数の平

均値は, 2.4E圧SD2.0), SE得点の平均値は,

22.9 (SD4.4)であった｡

(3)外科看護のイメージ

外科看護のイメージで,高率なものから上

位10までの形容詞は表4の通りであり,｢忙し

い｣ ｢速い｣ ｢厳しい｣ ｢難しい｣ ｢激しい｣ ｢つ

らい｣ ｢細かい｣ ｢鋭い｣ ｢怖い｣ ｢苦しい｣な

どであった｡

(4)外科看護の色のイメージ

表2　父親及び母親の職業,現在の住居

項目 俤ym｢�実数(%) 

父親の職業 丶���50(74.6) 

自営業 ��2��偵B��

その他 ����絣��

無記入 �2ィﾃR��

母親の職業 丶���32(47.8) 

医療関係に外勤 迭ビ絣��

自営 ��B�#�纈��

無職 ��B�#�纈��

無記入 �"�2����

現在の住居 �ｨ��4�7��ｸ6r�7ﾘ985h8x92�59(88.1) 

自宅 唐�ﾂ纈��
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表3　入院及び手術の経験の有無,看護技術に対する　　　表4　外科看護のイメージについて高率

自信の有無, 2年次の外科看護学の成績

項目 俤ym｢�実数(%) 

学生の入院の経験 冲ﾂ�k2�20(29.9) 47(70.1) 

学生の手術の経験 冲ﾂ�k2�9(13.4) 58(86.6) 

家族及び親しい人の入院 冲ﾂ�k2�62(92.5) 5(7.5) 

家族及び親しい人の手術 冲ﾂ�k2�54(80.6) 13(19.4) 

看護技術に対する自信 偬��,x+�.x,h.��*(*h,�*"�5��k8ｴﾉ?ﾂ�0(0.0) 18(26.9) 48(71.6) 1(1.5) 

2年次の外科看護学の成漬 ���"�2�8(ll.9) 35(52.2) 24(35.8) 

表5　外科看護の亀のイメージで｢あてはまる｣

あるいは｢あてはまらない｣と思うもので

高率な項目

外科看藩の色のイメージ 俘�m｢�実数(%) 

あてはまると思う 處r����､I�b�囮�b�31(47.0) 30(45.5) 10(15.2) 10(14.9) 

あてはまらないと思う 俛R�魔�(9�b�4�8ﾈ985r�24(36.9) 24(35.8) 21(31.8) 19(28.4) 

外科看護の色のイメージで,｢あてはまると

思う｣に高率であった色は, ｢自｣ ｢赤｣ ｢灰色｣

｢黄色｣などであり,｢あてはまらないと思う｣

に高率であった色は, ｢黒｣ ｢紫｣ ｢茶色｣ ｢オ

レンジ｣など(衰5)であった｡

2.因子分析

項目 們��B３��

忙しい 鉄茶モ����

速い 鉄bャ2綯��

厳しい 鉄bャ2綯��

難しい 鼎bツゅr��

激しい 鼎�ツ��"��

つらい �3rゴR�"��

細かい �3�イB繧��

鋭い �3�イB繧��

怖い �3�イB繧��

苦しい �#ｃC�繧��

(1)外科看護のイメージ

外科看護のイメージの国子分析の結果につ

いて, 5因子を表6に示した｡因子負荷量±

0.30以上のものについては破線で囲んだ｡な

お,因子負荷量とは, ｢各変数の背後に共通す

る因子の係数(重み)であり,一般にこの値

(正負にかかわらず)が大きいほど,その因

子の効果が大きい｣ 25)ことを示している｡ま

た,寄与率とは, ｢各因子の全変数への寄与の

程度｣ 25)である｡

第1因子は, ｢恐ろしい｣ ｢つらい｣ ｢怖い｣

｢苦痛な｣ ｢苦しい｣という脅威を示す否定的

なイメージの項目で負荷量が高かった｡また

｢騒がしい｣ ｢難しい｣ ｢暗い｣という近寄り

がたいイメージも表しており,寄与率は

13.1%と最も高かった｡第2因子は,｢簡単な｣

｢鈍い｣ ｢弱い｣ ｢大まかな｣ ｢少ない｣ ｢穏や

かな｣という大ざっはさを示す項目で負荷量

が高かった｡第3国子は, ｢穏やかな｣ ｢遅い｣

｢優しい｣ ｢暇な｣という,時間的経過の遅い,

ゆったりしたイメージを示す項目で負荷量が

高かった｡第4因子は, ｢よい｣ ｢嬉しい｣ ｢好

き｣という肯定的な感情を示す項目で負荷量

が高く,また｢明るい｣ ｢きれい｣といった清

潔さを示す項目が関係していた｡第5因子は,
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表6　外科看護のイメージの因子負荷量

変　　数　　名 因子1　　　因子2　　　因子3　　　因子4　　　因子5

恐ろしい

つらい

怖い

苦痛な

苦しい

騒がしい

簡単な

鈍い

弱い

大まかな

少ない

穏やかな

遅い

優しい

暇な

よい

嬉しい

明るい

きれい

好き

やわらかい

暖かい

長い

0.806　≡　　-0.030

0.745 :　-0.114

0.660 :　-0.278

0.626　…　-0.265

0.598 :　-0.032

0.324 :　一0.084

ー0.400　…　　　0.489

-0.238　　　　0.705

0.006　　　-0,031　　　-0.137

-0.147　　　-0.143　　　　0.153

-0,070　　　　0.044　　　　0.017

0.008　　　-0.044　　　-0.046

-0.166　　　-0.199　　　-0.027

-0.289　　　　0.259　　　-0.237

0.230　　　　0.091　　　-0.281

0.150　　　　0.014　　　　0.093

-0.108　　　　0.589　≡　　-0.019

-0.077　　　0.565　董　　0.120

-0.080　　　　0.464 :　-0.020

10.285　　　0.442　至　　0,431

-0.042　　　　0.129　　　　0.764

-0.117　　　　0.023　　　　0.644

-0.125　　　　0.110　　　　0.518

-0.148　　　-0.021　　　-0.079

-0.076　　　　0.084　　　　0.248

-0.313 :　　0.128　　　-0.179

0.011　　　-0.249　　　　0.157

-0.211　　　-0.116　　　-0.015

-0.023　　　　0.026　　　　0.010

-0.068　　　　0.117　　　　0.045

0.005　　　　0.016　　　　0.223

-0.253　　　　0.018

0,033　　　　0.096

0.011　　　-0.088

0.161　　　　0.266

0.045　　　　0.022

-0.072　　　　0.027

-0.115　　　-0.016

0.621　　　-0.112

0.511章　一0.022

0.501　　　　0.225

0.455　章　一0.127

0.441 :　0.061
--------I-11■　　1.I-----14-.-

-0.022　　　　0.710

0.084　　　　0.549

-0.298　　　　0.459

因子負荷量2乗和

寄与率(%)

3.022　　　　2.125　　　1.856　　　1.647　　　1.389

13.1　　　　　9.2　　　　　8.0　　　　　7.2　　　　　6.0

｢やわらかい｣ ｢暖かい｣ ｢長い｣という項目

で負荷量が高く,やさしく暖かなイメージを

表していた｡

(2)外科看護のイメージ及び色のイメージ

外科看護のイメージ及び色のイメージをま

とめた場合の因子分析の結果は,表7の通り

である｡

第1因子は, ｢恐ろしい｣ ｢つらい｣ ｢怖い｣

｢苦痛な｣ ｢苦しい｣ ｢鋭い｣ ｢難しい｣ ｢激し

い｣ ｢細かい｣ ｢暗い｣といった,外科看護の

イメージの第1因子と同様,脅威と近寄りが

たい否定的なイメージ,を表す項目で負荷量が

高かった｡色では, ｢灰色｣が比較的負荷量が

高く, ｢紫｣も負の負荷量が高かった｡また因

子寄与率は12.9%と5困子中では最も高かっ

た｡第2因子は, ｢嬉しい｣ ｢よい｣ ｢明るい｣

｢好き｣といった,肯定的な感情を示す項目

で負荷量が高かった.色では, ｢オレンジ｣｢黄

色｣ ｢赤｣ ｢線｣で負荷量が高く, ｢灰色｣ ｢黒｣

では負に負荷量が高かった｡第3因子では,

｢難しい｣ ｢激しい｣ ｢速い｣ ｢厳しい｣ ｢忙し

い｣ ｢騒がしい｣の項目で負荷量が高く,時間

的経過の早い,厳しいイメージを表していた｡

色では, ｢青｣の負荷量が高かった｡第4因子

紘, ｢鈍い｣ ｢弱い｣ ｢汚い｣ ｢きらい｣といっ

た,嫌悪感を示すような否定的な感情を示す
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表7　外科看護のイメ-ジと色の項目の因子分析

国子1国子2因子3因子4因子5 

恐ろしい ��縱S3｢ﾓ����bﾓ���S����cBﾓ���c��

つらい ��縱C�ﾓ���C3����3��������澱�

怖い ��緜鼎｣���#S���c"ﾓ���c����s2�

苦痛な ��緜�(ｮﾂﾓ���Srﾓ���c�ﾓ�ﾃ�SBﾓ���S��

苦しい ��緜��｢ﾓ��#�����c�����2ﾓ���3��

鋭い ��經cV｢ﾓ���ツ��#�3｢ﾓ�紊ss｢ﾓ���3��

難しい ��經Scｲﾓ����3��3C#｢ﾓ���塔���#R�

激しい ��紊嶋�2ﾓ��#S��紊�X�璽��#sBﾓ���#��

細かい ���3ツｳ����3��#�"ﾓ���srﾓ����B�

嬉しい 蔦���c��經SΔﾓ��#33����X���3cs｢�

よい 蔦���S��紊�������sRﾓ��#�"ﾓ��3�(�2�

明るい �3��3S3｣�紊c謄���#ふ���c�����R�

速い ����s�ﾓ���Ss�縱3(�2ﾓ���S3���3B�

厳しい ����S�ﾓ����S�緜s(甁ﾓ����bﾓ����2�

忙しい ����C#���ツ�經CS｢ﾓ����#����b�

騒がしい ���3�s���C���3ェ蔦�����ﾓ��#3��

弱い 蔦��#CRﾓ�����ﾓ���鉄�緜3cｳ���Sb�

汚い �����蔦���ゴ����#�紊�H�3��3��ｲ�

きらい ����sΥﾓ��3�(������3��3ツ｣���迭�

やわらかい 蔦����s��#�"ﾓ���c蔦���S��緜�c｢�

長い 蔦���cRﾓ��ｳ��"ﾓ���sS���3��經3x���

暖かい 蔦����c��#Crﾓ����"ﾓ����c�紊C3｢�

オレンジ 蔦���ゴ�縱ツ｢ﾓ���S��ﾃ�C3���モ�

黄色 蔦��#3��緜�������2ﾓ���3"ﾓ���sB�

灰色 ���#滴6s�經sx�����#���3CΔﾓ���cR�

蘇 ����3#�經3i����#�C���c��ﾃ�s��

線 ���#���紊�Φ���cS�ﾃ���ﾓ�ﾃ#S��

黒 ���#3ふ��3���3��#cbﾓ��������#r�

育 蔦���C#����#��3�S｣��3�Cｲﾓ��#cB�

栄 蔦��#モﾓ���s����c"ﾓ�紊S��3��#s��

自 蔦��������迭ﾓ���#rﾓ����sｲﾓ�經CΥ�

茶色 ����イ����S���CC���釘ﾓ����b�

国子負荷量2東和 釘�#C�2紊��"�3#�"��c�"��SR�

寄与率(%) ��"纉��經r��b緜b�"�
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項目で負荷量が高かった｡色では, ｢灰色｣｢青｣　しく暖かなイメージを示す項目でも負荷量が

で負荷量が高く, ｢紫｣は負に負荷量が高かっ　　高かった｡色では, ｢自｣が負に負荷量が高かっ

た｡第5因子は, ｢悲しい｣ ｢わるい｣ ｢汚い｣　た｡

という否定的な項目で負荷量が高い反面,｢や　　(3)イメージに関連する要因

わらかい｣ ｢長い｣ ｢暖かい｣といった,やさ　　　外科看護のイメージ及び色のイメージをま
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とめた場合の因子分析で,抽出された5因子

の国子得点と,学生の属性及びイメージに関

連すると推測される要因との関連性につき検

討した｡

学生の属性のうち,各因子得点と有意差が

みられたのは,現在の住居のみであった｡住

居別因子得点の平均値の比較(t検定)紘,

衰8の通りである｡脅威と近寄りがたい否定

的なイメージである第1因子は,下宿･アパー

ト･マンションに住んでいる学生より,自宅の

学生の方が因子得点の平均値が有意に高かっ

た(P<0.01)｡また,時間的経過の早い,厳

しいイメージを表す第3因子についても,自

宅の学生の方が国子得点の平均値が高かった

(P<0.05)0

イメージに関連していると推測される要因

では, 2年次の外科看護学の成績と,嫌悪感

を示すような否定的な感情のイメージである

第4因子が有意な関連を示した｡ 2年次の成

績別因子得点平均値のF検定の結果は,表9

の通りであり,因子得点はA, B, Cの順で

高かったo　また, AとC(P<0.01)及びBと

C (P<0.05)の問に有意差が認められた(表

10)0 SE得点と因子得点とのピアソンの環率

表JO　2年次の成績別第4国子の団子得点の

平均値の比較

2年次の成績 儷ygｹ�B�平均値±標準偏差 

A 唐�-0.600±1.067 

B �3B�-0.167±0.790 

C �#��0.523±0.787 

F-6.43, P<0.01

[Bonfe汀Oniの基準による対比較]

A-C t-3.16, df-59, P<0.01

B-C t-2.88, df-59, P<0.05

表8　現在の住居別国子得点の平均値の比重交

因子 �ｨ��4�7��ｸ6r�7ﾘ985h8x92�自宅 悠&ﾂ�

N=55 斐ﾓr�

第1因子 蔦����H�ﾓ�纉Sr�0.899±0.752 �"緜弔�

第2因子 ����SX�ﾓ�纉C��-0.430±1.114 ���#b�

第3因子 蔦���塗�ﾓ�繝ヲ�0.751±1.117 �%�3�｢�

第4因子 蔦����x�ﾓ�纉3b�0.137±0.873 ��紊��

第5因子 ����cX�ﾓ�纉3R�-0.512±0.646 ��經��

※色の項目に未記入のあった5名を除いた. * P<0.05, **P<0.01

表9　2年次の外科看護学の成績別因子得点の平均値の比戟

N=62滋

田子 ���B �2�F値 

N=8 斐ﾓ3B�N=20 

第1因子 蔦���3h�ﾓ���cR�0.035±1.011 蔦����H�ﾓ�繝#��0.10 

第2因子 蔦������ﾓ�緜�r�-0.079±0.907 ����3X�ﾓ���#��0.30 

第3因子 蔦��#滴�ﾓ��#C"�-0.041±0.823 ����ヨ�ﾓ�纉CR�0.81 

第4因子 蔦�緜���ﾓ���cr�-0.167±0.790 ��經#8�ﾓ�縱ビ�6.43* 

弟5因子 蔦��#ch�ﾓ���3��0.063±0.886 蔦������ﾓ�繝ヲ�0.41 

滋色の項目に未記入のあった5名を除いた.　　　　　　　* * P<0.01
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相関係数は,表11の　表Il　因子得点とSE得点とのピアソンの積率相関係数

通りで, SE得点と,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N-62※

脅威と近寄りがたい　　　因子 第1因子　第2因子　第3因子　第4因子　第5因子

否定的なイメージで　　SE得点 0.360* *　　0,018　　　0.149　　　-0.081　　-0.174

ある第1田子との間　※色の項目に未記入のあった5名を除いた｡　　　　**P<0.01

に有意な正の相関が

みられ, SE得点が高くなるほど第1因子の

持つ傾向を強く示していた｡一方,学生の属

性及びイメージに関連すると推測される要田

のうちで, SE得点と有意な関連を示したの

は,看護技術に対する自信のみで,看護技術

に対する自信が｢どちらともいえない｣と回

答した学生のSE得点の平均値は,

25.3 (SD4.09)であり, ｢無｣とする回答

22.1 (SD4.29)より,有意に高かった(P<

0.01)｡

考　　　察

1.外科看護のイメージ

臨床実習前の外科看護のイメージを因子分

析した結果,第1因子は,寄与率が最も高く,

脅威を示す否定的で近寄りがたいイメージが

認められたo　この因子は,外科看護のイメー

ジと色のイメージをまとめて因子分析を行っ

た場合の,第1因子とほぼ同様で,寄与率も

最も高値を示した｡これは,手術によって身

体が傷つけられるといった恐ろしく,苦痛な

イメージを抱いているとともに,学生自身が

外科看護をつらく,苦しいものであると予測

していることを表しているものと思われる｡

奥宮ら16)の報告によれば,看護学生は,内科看

護と外科看護の違いを｢治療的なもの｣と捉

えているが,治療的な処置に伴う看護技術に

自信のない学生にとってほ,外科看護は｢恐

ろしく｣ ｢怖い｣ものなのであろう｡また,こ

の調査は臨床実習開始3日前に実施したた

め,臨床実習そのものに対する緊張感が反映

している可能性も考えられる｡これらのこと

から,外科看護の臨床実習を前にした学生が,

脅威と緊張の高まりを感じて,実習に臨もう

としていることが推測される｡外科看護に対

するイメージが,臨床実習において消極的な

行動を招来すると予測されるので,臨床実習

に携わる教育者側が,これらの学生の内面の

状態を認識し,臨床実習のオリエンテーショ

ンや実習での関わり等でこの点を考慮してい

くことが必要と思われる｡しかし,その一方

で,肯定的な感情を示す第4国子や,やさし

く,暖かなイメージを表す第5因子もみられ,

外科看護に対しては,否定的な側面のみでな

いことを窺わせた｡

2.外科看護のイメージ及び色のイメージ

外科看護のイメージと色のイメージをまと

めた場合の因子分析の結果を,色の意味内

容23)との関連から検討してみた｡

脅威と近寄りがたい否定的なイメージの第

1因子は,色では, ｢灰色｣が関連していたが,

灰色は,暗いイメージと捉えられ,第1因子

のイメージを表していると言えよう｡第1因

子と対照的に第2因子は,肯定的な感情を示

し,色では, ｢オレンジ｣｢黄色｣｢赤｣という,

積極さと快活さを示す,暖色系の色の負荷量

が高かった｡このことから,外科看護に対す

る肯定的なイメージには,活発で積極的な姿

勢が関連しているものと推測できる｡また,

第2因子は,第1因子に次いで寄与率が高く,

この事は否定的なイメージである第1国子,

第4国子に対して,肯定的なイメージもある
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ことを示している｡第3因子の時間的経過の

早い,厳しいイメ-ジは,沈静さを象徴する

｢青｣色と関連していたが,この因子は比較

的,外科看護を客観的に捉えているものと言

えるだろう｡第4因子は,嫌悪感を示す,香

定的な感情のイメージを表しており,色では,

｢灰色｣と｢青｣が関連していたが｢青｣は,

沈静を象徴するとともに,消極さを象徴する

側面もあり,この第4因子の示すイメージと

関連が深いと考えられた｡第5因子は,否定

的なイメージとやさしく暖かなイメージとい

うアンビバレソトな側面を持つ因子であっ

た｡色では, ｢白｣が負に負荷量が高かった｡

単純集計の結果では,外科看護のイメージに

ついて高率な項目は, ｢忙しい｣ ｢速い｣ ｢厳し

い｣ ｢難しい｣ ｢激しい｣などで,第5因子の

｢やわらかい｣ ｢長い｣ ｢暖かい｣とは,逆の

イメージになっている｡また,外科看護に｢あ

てはまる｣色のイメージは, ｢自｣が最も高率

であり,これも第5因子の｢自｣が負に負荷

量が高いという結果とは相反している｡第5

困子は,本来外科看護に対して,持つと思わ

れるイメージに反するイメージを示している

が,因子分析により,各項目間の相互関連を

分析するなかで,このようなイメージも存在

することが示された｡

3.外科看護のイメージに関連する要図

外科看護のイメージ及び色のイメージをま

とめた場合の国子分析で,抽出された5因子

の因子得点と,学生の属性及びイメージに関

連すると推測される要因のうち,属性では,

現在の住居と第1因子及び第3因子との間に

関連がみられた｡両因子ともに,下宿･アパー

ト･マンションに住んでいる学生より,自宅の

学生の方が国子得点の平均値が高く,外科看

護に対して,脅威と近寄りがたい否定的なイ

メージ(第1国子)と,時間的経過の早い,

厳しいイメージ(第3因子)を強く有してい

た｡本研究の対象である学生は,物質的に豊

かな時代に育ち,また,核家族化が進行し,

一家族当りの子どもの数も少なく,親の関心

が集中し,非常に保護された中で生活してい

るといえるだろう｡一方,下宿･アパート･マ

ンションに住んでいる学生は,そのような親

元から離れ,一人で自立した生活をすること

によって,新規な事態に対する適応力が培わ

れていき,自宅の学生に比べ,外科看護とい

う新規な事態に対して,脅威や厳しさといっ

たイメージがあまり強くないのだろうと考え

られる｡しかし,今回の調査では,自宅の学

生数が少ないため,今後サンプル数を増やし

て更に検討する必要があろう｡

その他の要因では先ず, 2年次の外科看護

学の成鏡と第4因子との間に関連がみられ

た｡第4因子は,外科看護に対して,嫌悪感

を示すような否定的な感情のイメージである

が,成績が悪いほどこのイメージを強く持つ

傾向がみられた｡外科看護が嫌いであるから

成績が良くなかったのか,逆に成績が良くな

かったために,外科看護に対して,嫌悪感を

示すような否定的なイメージを持ったのかは

明かではないが, 2年次の成績と外科看護に

対する否定的なイメージとが関連しているこ

とが示唆された｡従って, 2年次の外科看護

学の成績が良くなかった学生については,外

科看護に対して否定的なイメージを持ってい

る可能性があることを考慮し,臨床実習に関

わっていくことが重要であろう｡

また, SE得点と舘1因子との間にも関連

がみられ, SE得点が高くなるほど第1因子

を持つ傾向が強く示されていた｡自己評価感

情(自尊心)は｢所属集団から承認されたり,

自己の能力に対する自信から生じる｣ 26)もの

とされるが,看護技術に対する自信が｢無｣
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よりも｢どちらともいえない｣と回答した学

生の方がSE得点が有意に高かったという結

果がそのことを示唆しているものといえる｡

また,自己評価感情の指標であるSE得点は,

高い方が社会的適応が良好で,情緒的に安定

しており,不安傾向が少ないとされている

が27),今回の結果では,自己評価が高いほど,

外科看護に対して脅威や近寄りがたいイメー

ジを持っていることが示された｡菅20)紘,自己

評価感情とは｢人間が自立的に存在するため

の基盤となるような健康な自己愛,自己確信,

安定感であり,自己同一性の中核をなすもの｣

と定義しているが,自己同一性,即ちidentity

とは｢自分｣が確立することであり, ｢過去か

ら現在までのあり方,彼が考えている自分と,

社会が認め,期待する彼をすべて自己の中に

統合し,一貫した自分自身を作り上げるこ

と｣28)であるoこの自分自身,即ち自我に関し

て更に菅27)紘,一般的な調査研究を通して知

る青年期は,物質を含めた環境条件が整い,

所属集団から認められ,個人の価値体系が社

会のそれと一致しているために適応していた

としても,個人の自我は弱いものであること

を示唆している｡従って今回の調査の対象で

ある学生も,このような傾向を示すものと仮

定すると,今回の調査の結果は,自我が強い

とはいえない学生が,外科看護を自我(自分

自身)を脅かすものとして捉えていると推測

される｡また,青年期は,新規な事態に対し

て,十分対処できる手段を持ち合わせていな

い29)ことも脅威の一因となっていると考えら

れる｡一方,この結果は,自己評価が高い学

生であっても,外科看護を脅威と感じている

という見方もでき,外科看護の臨床実習を前

にした学生の,緊張とネガティブな心理状態

を認識することの必要性が改めて示されたも

のといえる｡

結　　　論

学生の臨床実習での反応の予測や,効果的

な実習展開の手がかりとするための第一段階

として,臨床実習前の外科看護に対するイ

メージと,それに関連する要因について検討

を試みた｡その結果,外科看護のイメージ及

び色のイメージをまとめた場合の因子分析で

は5因子が抽出された｡即ち, 1.脅威と近

寄りがたい否定的なイメージを示す因子, 2.

肯定的な感情を示す因子, 3.時間的経過の

早い,厳しいイメージの因子, 4,嫌悪感を

示すような否定的な感情の因子, 5.否定的

でかつやさしく暖かいイメージの田子であ

る｡また,これらの因子には,学生の現在の

住居, 2年次の外科看護学の成績, SE得点が

関連していることが示唆された｡

今後は,臨床実習後の外科看護のイメージ

を調査し,実習前後のイメージの比較と,実

習後のイメージに関連する要因を検討してい

く予定である｡
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